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補正予算特別委員会総務文教分科会会議記録 

（補正予算審査） 

１．開催日 平成３１年２月２７日（水） 

２．場 所 ４０１・４０２会議室 

３．出席議員 隅田雅春座長、栗山泰三副座長、安井博幸委員、 

恒田正美委員、田村直也委員、河南克典委員 

４．会議に付した事件 

議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

５．議事の経過 

 

９：２５ 開会 

 

隅田座長  開議宣告 

 

■総務部 

日程第１ 議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

総務課・管財契約課・税務課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

恒田委員    職員研修費について、職員研修を計画通り実施できなかったため予

算を減額するのか。 

総務部     職員研修については、計画通り実施している。「人権研修」や「債権

管理研修」などにおいて、内部講師を活用したため、報償費に不用額

が生じた。職員自主研修においても、一部災害等により実施できなか

ったことから減額しようとするものである。 

恒田委員    次年度においては、職員のスキルを上げるため、予算を１００％執

行できるような取り組みをお願いする。 

職員人件費について、時間外勤務手当を減額するとのことであるが、

時間外勤務に対して、手当はきちんと支払われているのか。 

総務部     今回の時間外勤務手当の減額は、選挙に係るものであり、通常の時
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間外勤務手当については、所属長の時間外勤務命令に基づき、支払っ

ている。また、休日にイベント等への出勤に対しては、振替休で対応

している。 

恒田委員    振替休は取得できているのか。 

総務部     部署によっては、繁忙期で取得時期が遅れたりすることもあるが、

概ね１か月以内に取得するようにしている。 

恒田委員    今回の補正予算とは関係ないが、以前電気スタンド一つで時間外勤

務をしている状況が見受けられたが、現在はそのようなことはないか。 

総務部     時間外勤務において、必要な照明は点灯するようにと総務部長名で

通達しており、現在、そのような状況はないと認識している。 

安井委員    分限休職者について、復帰の見通しや現状について説明願う。 

総務部     分限休職者４名のうち、２名は１月に復職、１名は、入院加療中で

あるが、４月には復職予定である。もう１名は２年間という長期にわ

たり休職しているが、復職に向けて訓練をしており、医師と相談の上

４月からは復職したいとの意向を持っており、市としても受け入れ態

勢を整えるよう検討をしている。 

安井委員    職員人件費に係る参考資料「平成３０年度３月補正予算一覧」中、

分限休職（４名）等とあるが、「等」は、どういうことか。 

総務部     分限休職以外に欠勤した者が１名あり、日割りの減額分を含めてい

るため、「等」と記述している。 

栗山副座長   退職手当特別負担金について、退職時にのみに負担金が発生するの

か。毎年負担金が必要なのか。 

総務部     退職手当特別負担金は、年度末退職者の退職手当に係るもので、毎

年負担が必要となる。退職手当の額は退職者の在職年数や最終給料な

ど、個人によって差異がある。特に早期に退職する場合は、負担金が

増えるのでそれが増額分となる。 

早期退職や定年退職の場合は、普通退職より退職金の率が高い。そ

の差額を特別負担金として退職手当組合に支払わなければならない。

このため、毎年特別負担金が発生する。 

河南委員    退職者１２名の中で、若年で退職する者はいるのか。 

総務部     今年度は、普通退職はない。 

栗山副座長   早期退職者とは、どのぐらいの年齢で退職する者を指すのか。 

総務部     早期退職者は、８月に募集している。勤続２０年以上で４５歳以上

が対象である。 

栗山副座長   今年度末の退職者で、一番若い職員は何歳か。 
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総務部     一番若いもので４８歳である。 

栗山副座長   退職者の職階はどうなっているのか。 

総務部     課長職３名、課長補佐職１名、係長職１名の５名で、ほぼ５５歳以

上である。 

栗山副座長   課長職など、戦力として大事な職員が退職するのは非常に痛いと思

うが、早期退職の理由は何か。 

総務部     今後、貴重な戦力として働いてくれると期待していたが、個々の事

情により早期退職を望まれたことは致し方ないと考える。 

隅田座長    （歳入）総務費雑入に関し、広報紙広告料について、増額補正を行

うとのことであるが、通常、広告料は固定であり、広告主が撤退すれ

ば減額になると認識しているが、今回、増額と見込む理由は何か。 

総務部     広報紙の広告枠は、通常月４枠となっている。しかしながら、追加

応募により、「リビングインフォメーション」のページの記事を一部広

告に差し替えて掲載するため、増額となる。 

隅田座長    毎年、広報紙広告料は増額となるのか。 

総務部     毎年、当初見込みよりも増額となる。参考として、通常の４枠につ

いて、１年を通して申し込んでいただいた場合は、２割減額、半年間

申し込んでいただいた場合は、１割減額している。 

隅田座長    電子計算費に関し、本年度更新した新財務会計システムについて、

当初予算では、システム使用料として月４８２，２００円の１２か月

分を見込んでいたが、本年度は基本使用料月９７，２００円のみの支

払いで済んだことにより減額補正するとの説明があったが、契約内容

に変更等があったのか。 

総務部     新財務会計システムについては、昨年度選定した業者によって、本

年度構築作業を行っており、本年４月から本格稼働の予定である。当

初、構築作業中も利用料が発生する見込みで予算を計上していたが、

契約段階において、業者から半年分は基本使用料のみでよいとの提案

があったため、その分を減額している。来年度については、この基本

使用料に、各システムの利用料が付加されることとなる。 

安井委員    財産管理費に関し、多紀支所解体工事について、旧支所の敷地内に

掲示板等が残っている。支所解体とあわせて撤去すべきではなかった

のか。 

総務部     掲示板の撤去については、平成３１年度に予定している駐車場整備

とあわせて実施する予定である。 

栗山副座長   （歳入）土地売払収入について、その内訳について説明願う。 
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総務部     管財契約課の所管としては、里道水路等の売却を７件行い、１２２

万９千円を計上している。その他として、まちづくり部が所管するハ

ートピア北条団地５区画の内４区画分で１，３０５万５千円を減額し

ようとするものである。 

安井委員    （歳入）物品売払収入について、公用車更新等による廃車車両２台

の売却による収入があったとの説明があったが、公用車の更新の基準

は、どのようになっているのか。 

総務部     更新は、登録後１５年、走行距離１５万キロを目安としている。た

だし、車両の状態により更新時期は前後する。また、今回売却した主

な車両は、ダンプカーで、清掃センターにおいて不要となった車両を

集中管理に移行し、代わりにより状態の悪いダンプカーを廃車処分し

た。 

栗山副座長   一般単独事業債（地域活性化事業）に関し、バリアフリー環境整備

事業債について、岡野文化会館分として６１０万円が減額となるとの

説明であるが、その要因は何か。 

総務部     この事業債は、事業費の９０％を充てており、工事費が当初の見込

より安価でできたため事業費を減額し、その９０％にあたる金額を減

額するものである。 

栗山副座長   工事費の見積もりが高めに設定されていたのか。 

総務部    予算要求時には色々なパターンの工事内容を想定して積算していた

が、設置場所を地元協議により現在の場所に決定したことにより工事

費が安価となった。 

安井委員    （歳入）固定資産税の増額について、太陽光発電設備への課税は今

年度から始まった制度なのか。 

総務部     １０ＫＷ以上の発電能力のある太陽光発電設備については、従来か

ら固定資産税の償却資産の課税対象である。申告をしている方もあっ

たが、今回、経済産業省へ照会したところ申告されていない設備が散

見されたことから今回申告を促し、それにより課税するものである。 

安井委員    来年度も今回の補正予算額と同程度の税収が見込めるのか。 

総務部     今回の補正予算には過年度遡及分が含まれている。現年度分は約１，

１００万円であり、来年度もこの同額程度は見込めると考えている。 

河南委員    太陽光発電設備設置時点で、市として１０ＫＷ以上の設備かどうか

把握できるのか。 

総務部     関西電力との契約になるのであらかじめ市では把握できないが、設

置業者は把握していると考える。電力の買取制度を活用される場合は、
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１０ＫＷ以上が基準となることから、事業として設置される場合は１

０ＫＷを超えているものが多い。 

田村委員    （歳入）市たばこ税に関し、税率について説明願う。 

総務部     たばこ税は国税、県税、市税が課税されており、国：県＋市の課税

が１：１となっている。消費本数が昨年９月に前年比較２６％増、１

０月に前年比較６７％となり、税率引き上げをもっても減収が見込ま

れる。たばこ税の税率については、旧３級品外と旧３級品の２つに区

別され、旧３級品外が平成３０年１０月に１，０００本当たり、５，

２６２円から５，６９２円に引き上げられた。平成３２年１０月には

６，１２２円、平成３３年１０月には６，５５２円になる。旧３級品

は平成３１年１０月に５，６９２円になり、旧３級品外との税率の差

はなくなり、以後同じ税率が適用されることになっている。 

隅田座長    過日、上場株式等に係る配当所得等に関する個人住民税の課税誤り

について議会にも報告があったが、賦課事務を行う上で、税の知識を

深めるためにどのような研修等を行っているのか。 

総務部     阪神間の市町で協議会を構成しており、新任職員には新任研修、そ

の他専門部会への研修に参加し、税制の理解を深めるようにしている。 

隅田座長    今回の課税誤りは他の市でも発生していたが、情報共有はできなか

ったのか。 

総務部     先ほど説明した協議会では課長等が参加する会議もあり、税制の課

題や問題点について意見交換を行っている。今回の問題は他市でも同

様に税制改正の内容が事務的に引き継がれていなかったことが要因と

考えている。今後税制改正の内容を引き継ぎ、事務処理に問題が発生

しないよう努めていきたい。 

 

 

■政策部 

日程第１ 議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

創造都市課・行政経営課・秘書課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    公共交通対策事業に関し、高齢者タクシー料金助成事業補助金につ
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いて、今回、２，０６３万４千円の減額補正をするとのことであるが、

今年度の総括として、どのようなところに課題があり、来年度に向け

ては、どのように進めていくのか。 

政策部     高齢者タクシー料金助成事業は、コミバスの通らない地域をターゲ

ットにしており、タクシー料金のうち、１,０００円は自己負担、それ

以上にかかる費用については半額助成としている。当初は、７５歳以

上の方の１割から１．５割を見込んでいたが、利用率は非常に低い結

果になった。この事業は２年間試験的に実施するという設計であるた

め、来年度は予算を減額して実施する予定である。再来年度以降につ

いては、福祉総務課とも協議して再検討する予定である。 

安井委員    想定していた利用人数と実際に利用した人数はいくらか。 

政策部     今年度の利用実績は２,３５８件の利用の見込みである。 

当初は１６,０００件を見込んでおり、結果的には１５％程度の利用 

率となる見込みである。 

田村委員    コミュニティバスのルートの大幅な変更により、筱見のほうでは不

便になったとの声を聴くがどうか。 

政策部     検討を重ねて、ルートの変更をし、利用の少ない地域については市

町村有償運送を提案している。福住、村雲地区については地元の意向

も伺いながら進めていきたい。 

隅田座長    篠山市農村イノベーション管理費について、減額は、地域ラボへの

入居が当初見込みの４名より少なかったことによるものか。 

政策部     本年度は当初から４名が使用するという計画ではなかったが、結果

的に来年度当初には、４枠が埋まる予定である。 

田村委員    市名変更関係事業費について、ＰＲの拡充策として、交通広告、新

聞広告、Ｗｅｂ広告等を行うとの説明があったが、それぞれの積算額

について説明願う。 

政策部     広告幕３００万円、市内向けのぼり、ポスター制作が１００万円～

２００万円、新聞記事２５０万円、サイネージと電車広告で２５０万

円、インターネット広告が５０万円、ラジオ５０万円で、企画制作に

１５０万円、テレビ関係で１００万円を予定している。 

恒田委員    丹波篠山市へ市名変更されても篠山警察署は名称変更をしないとの

新聞報道があったが、団体等に対しては、市から変更についての働き

かけをしているのか。 

政策部     県には知事にも依頼を申し上げた。団体関係に関しては補助金を活

用して変更していただけるようにＰＲしている。また、民間のスポー
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ツ団体等にも変更を検討いただいている。ただし、行政として依頼は

していない。 

安井委員    企業誘致促進費に関し、新卒者就職支援奨励金を２００万円減額す

るとの提案であるが、来年度は何人程度を見込んでいるのか。 

政策部     来年度は、対象者が増えると見込んでいる。 

安井委員    丹波篠山ふるさと応援団事業について、平成３０年度のふるさと納

税はどの程度を見込んでいるのか。 

政策部     現時点で、約１億３４００万円を見込んでいる。 

安井委員    前年度と比べると減っているのか 

政策部     昨年度は、１億円の大口の寄付があったため、それを除くと約１,

０００万円の増額見込みである。 

安井委員    ふるさと篠山に住もう帰ろう運動推進事業に関し、空き家活用基金

を活用した寄付物件の改修について、民間による活用を進めているこ

とから直営で改修する必要がなくなったために設計管理委託料と工事

請負費を減額するとの説明があったが、直営から民間にした経緯は何

か。 

政策部     旧今村住宅の改修を予定していたが、３月末に寄附手続きが終わり、

大変よい物件であったことから、市で改修して売却や賃貸するより、

プロポーザル方式で民間から活用提案をいただき、直接活用していた

だく方が効果的であると判断したためである。 

栗山副座長   わが家・わが村の住もう帰ろう運動推進補助金の減額について、７

５０万円を減額しようとする原因は何か。 

政策部     自治会長会や定住促進推進員等にも周知に努めたが、自治会も行事

が多く忙しいことと、定住促進の話し合い等はすでに取り組んでいる

ところもあり、１０万円の補助金に対して手間ひまをかけて申請する

のが難しかったのではないかと推測する。３か年計画の事業であるた

め、来年度も同様に予算計上しているが、再来年度以降は、これまで

の検証を行い、事業内容等について検討したいと考える。 

栗山副座長   執行率が高くなるよう取り組みをお願いする。 

政策部     辰巳や池上など、よい取り組み事例があるので、活用事例を紹介し、

補助金利用を促進したいと考える。 

田村委員    篠山市制２０周年記念事業について、丹波篠山市誕生・市制２０周

年記念式典に向けての記念イベントのチラシ・ポスターや記念式典の

プログラム、子ども向けの工作用「まるいのまめりん」の紙製貯金箱

の印刷製本費が計上されているが、それぞれ何枚を作成する予定で、
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それぞれの積算金額はいくらなのか。 

政策部     ポスター４００枚、プログラム１,２００枚、チラシ１８,０００枚を

予定している。積算額については、ポスター３２,４００円、プログラ

ム１３３,９２０円、チラシ１１６,６４０円、「まるいのまめりん」の

貯金箱は２,０００組を予定しており、９１６,０００円である。 

安井委員    秘書費について、研修負担金を減額するとのことであるが、どのよ

うな研修を予定していて、実施できなかった理由は何か。 

政策部     秘書業務研修を予定していたが、日程の調整が合わず実施できなか

った。 

 

 

■選挙管理員会事務局 

日程第１ 議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

選挙管理委員会事務局 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    市長選挙費について、１１月１８日投開票の市長選挙に係る不用額

の減額との説明があったが、２月１７日の市長選挙に係る費用の精査

は含んでいないのか。 

選挙管理委員会 選挙後の事後処理を行っているところであり、精査については決算

となる。 

恒田委員    １１月に市長選と住民投票が同時に行われたが、食糧費や通信運搬

費など、それぞれにかかった費用は按分となっているのか。 

選挙管理委員会 先に住民投票を行う予算を計上した。その後、市長辞職に伴う市長

選を同日に実施することとなったため、市長選挙に係る予算を計上さ

せていただいた。投票管理者報酬等は、選挙を同時に実施する場合は、

兼ねて支出している。住民投票費で賄えない費用について、市長選挙

費として計上しており、食糧費などは住民投票費から支出している。 

安井委員    市長選挙費の補正後の予算額３，６６２万６千円は、１１月の市長

選挙に掛かった費用となるのか。 

選挙管理委員会 補正後の予算額３，６６２万６千円は、１１月実施分と２月の市長

選挙に係る予算額である。 
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恒田委員    市長選挙費及び住民投票費の会場使用料は、按分で減額しているの

か。 

選挙管理委員会 住民投票費の会場使用料について、当初、開票場は篠山総合スポー

ツセンターを予定していたが、都合により、篠山中学校に変更したこ

とから会場使用料が不要となったものである。また、市長選挙費の会

場使用料の減額は、公営の会場を使用され、個人演説会を行われた際

に支出する費用であるが、見込みよりも少なかったことから減額する

ものである。 

栗山副座長   開票場として、今後も篠山中学校を使用する予定はあるのか。 

選挙管理委員会 開票について、近年、篠山総合スポーツセンターを利用しており、

篠山中学校については、臨時的に使用したものである。開票場につい

ては、開票作業や駐車場の状況、周辺環境等を考慮した場合、スポー

ツセンターが適していると考えている。 

栗山副座長   今回、篠山中学校を使用したことで会場使用料が不要となった。貴

重な財源を充てるため、検討課題としてほしい。 

選挙管理委員会 開票を適切に行うこととあわせて、ご意見を踏まえ、検討していく。 

恒田委員    市長選挙費及び住民投票費の時間外勤務手当の減額は、按分となっ

ているのか。 

選挙管理委員会 住民投票費を主として時間外勤務手当を執行している。 

恒田委員    住民投票費で賄えない費用について、市長選挙費として計上してい

るとの答弁があったが、そうであるならば、時間外勤務手当について

も先に、住民投票費から全額支出すべきではなかったのか。 

選挙管理委員会 市長選挙と住民投票には共通費用もあるが、それぞれ個別に係る費

用もあることから分けて執行している。 

 

 

■教育委員会 

日程第１ 議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

中央図書館 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

隅田座長    図書館管理運営費について、図書の購入は国際ソロプチミストささ
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やまからの寄付によるものとの説明があったが、寄付の際、購入本に

対する要望等はあるのか。 

教育委員会   以前は、児童本の充実にとの意向もあったが、近年は、そうした要

望等は特にない。 

栗山副座長   図書の購入はどのようにして決めているのか。 

教育委員会   司書等が図書を選定したうえで購入している。 

 

 

篠山東部学校給食センター・篠山西部学校給食センター 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

恒田委員    篠山東部・西部学校給食調理費に関し、賄材料費等の減額について、

東部で２３人、西部で１９人と当初積算人数から減少したとの説明が

あったが、なぜこれほど当初予算時の人数と差が生じるのか。 

教育委員会    当初予算の基礎人数は、年齢に基づいており、その中で、中学進

学の際に私学に行く者、幼稚園ではなく、そのまま保育園に在園する

者等があり、当初予算編成時には把握できないことで差異が生じてい

る。 

当初予算は、１０、１１月に積算している。転入・転出もあるので、

学校当たりにすると１ないし２名程度となり、誤差の範囲と認識して

いる。 

隅田座長    （歳入）物品売払収入について、給食配送車の更新により、廃車の

対象となった旧車両が売り払えたとのことであるが、旧車両の売り払

いは過去にもあったのか。あるいは、今回の売り払いには、特段の事

情があったか。 

教育委員会   昨年度の更新時に売り払い実績があり、３８万５千円であった。業

者によると、買い取り車両は輸出するとのことで、その時によって値

段に変動があるとのことであった。 

隅田座長    給食配送車による事故はないか。 

教育委員会   今年度はなかった。 
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たんば田園交響ホール 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

隅田座長    交響ホール管理費について、協力者謝礼が減額となっているが、交

響ホールオペレータースタッフのメンバーは安定しているのか。また、

人員の入れ替えや補充等現状はどうか。 

教育委員会   現在約６０名程度登録されており、一番多い時で１２０名近くの登

録があった。２年ごとに募集を行っているが、年々高齢化も進んでお

り、若い人の入会が少ない状況である。 

隅田座長    現状、ホール運営に関して支障はないとの認識でよいか。 

教育委員会   出役者の偏りはあるが、現状では支障なく運営できている。しかし

ながら、将来的に人員確保等について危惧しており、対策について検

討しなければならないと考えている。 

 

 

社会教育課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    青少年育成一般費について、日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会参加

旅費が県負担になったことから減額するとのことであるが、どのよう

な経緯で県負担となったのか。 

教育委員会   台風の影響により予定していた交通機関が利用できなかったため、

公用車を利用したが、その費用を県ＰＴＡが負担することになった。 

恒田委員    日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会には何名が参加したのか。 

教育委員会   分科会実行委員会委員１名と事務局職員３名が参加した。 

田村委員    保健体育総務費について、スポーツ推進委員報酬を一部減額すると

いうことか。 

教育委員会   報酬はひとり１回４，０００円で、減額は、事業等への委員の出席

日数による精算である。 

田村委員    スポーツ推進委員はどのような役割を担っており、どのような活動

をしているのか。 
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教育委員会   スポーツ実技の指導やスポーツ振興事業への協力で、過去にスポー

ツ活動をされていた方やスポーツに興味があり、公募で応募された方

が委員となられている。自主事業として体力測定会やミニ駅伝大会の

開催、その他ＡＢＣマラソンや新春駅伝大会、車いすマラソンなどの

スタッフとして活動いただいている。 

田村委員    学校の体育の授業などにも関係されているのか。 

教育委員会   要請があれば、学校で活動いただくこともあると考える。なお、障

がい者の運動会などには出向いて活動されている。 

安井委員    教育費雑入について、スポーツ振興くじ助成金が減額となった理由

は何か。 

教育委員会   スポーツ振興くじ助成金額は、申請に対して日本スポーツ振興セン

ターが査定し、決定した。 

隅田座長    査定内容について説明はあるのか。 

教育委員会   助成金決定通知のみで、査定内容についての説明はない。 

 

 

文化財課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    （歳入）教育・福祉施設等整備事業債について、内堀復元整備工事

に公共事業債が使えることになったということだが、どういった経緯

があったのか。 

教育委員会   平成３０年度から文化財の保存活用事業に対する地方財政措置の拡

充が行われ、文化財に関するハード整備が起債対象となった。内堀復

元整備工事が起債対象となるハード整備に該当するかどうかについ

て、文化庁と協議し、該当とすることが確認できたため、財源充当し

たいと考えている。 

安井委員    具体的に内堀整備のみが対象となるのか。 

教育委員会   そうである。観光拠点整備については、文化庁の補助が５０％、残

りが市の持ち出しとなるが、今回、その部分が地方債の対象となる。 

栗山副座長   文化財の保存整備に係る地方債の拡充について、経過を説明願いた

い。 

教育委員会   今年度から文化財の保存整備に係る地方債の拡充が全国的に行われ
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た。新たなハード整備が対象となるが、内堀整備については、新たに

石垣を積むことから、今回、事業の対象となった。 

例えば、高石垣は既存の石垣であるため、その修理にはこの事業は

活用できない。一方、内堀については、元々の石垣がなく、新たに石

垣を積んでいくので、ハード整備と認識いただいたことで、この財源

が利用できることとなった。本来、市が一般財源で出すものが、起債

が充当できることとなり、交付税措置もされることから、市にとって

非常に有利なものである。 

栗山副座長   内堀整備以外に、この地方債の対象となるものはあるのか。 

教育委員会   今回は、観光拠点の整備ということから認められたが、地方債の対

象となるかどうかは事業ごとによって異なる。 

安井委員    ３１年度も地方債は活用できるのか。 

教育委員会   国から来年度も活用できると聞いている。 

安井委員    脊椎動物化石保護・活用事業について、バス借上料を減額する理由

は何か。 

教育委員会   市バスを利用したことによる減額である。 

 

 

学事課・学校教育課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    小学校及び中学校教育振興費に関し、特別支援教育就学奨励費及び

要保護・準要保護児童生徒援助費について、支援基準等はどのように

なっているのか。 

教育委員会   特別支援教育就学奨励費については、特別支援学級に在籍している

児童生徒を対象に世帯の所得により国の基準に準じて認定のうえ、学

用品費や修学旅行費、給食費等学校生活に必要となる費用の半額を支

援するものである。また、要保護・準要保護児童生徒援助費について

は、生活保護の基準に一定の基準を乗じたもので判定のうえ、対象費

用の全額を支援するものである。 

安井委員    何名程度が該当するのか。 

教育委員会   １月末時点の見込で、小学校における特別支援教育就学奨励費の対

象児童数は４７名、中学校の対象生徒数は１７名、小学校における要
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保護・準要保護児童生徒援助費の対象児童数は２８３名、中学校は１

６３名となっている。 

栗山副座長   一人あたりの支給額はどの程度か。 

教育委員会   学年によって費目が違うとともに、定額支給だけでなく実費支給分

もあり一人あたりの支給額は一概に算出できない。 

栗山副座長   平均額はどの程度か。 

教育委員会   就学援助費の平均は小学校で約７万２千円、中学校で約１２万１千

円である。就学奨励費は１／２補助であるため、半額程度と考えてい

ただきたい。 

恒田委員    スクールバス管理事業について、スクールバスには全座席にシート

ベルトが設置されていると思うが、低学年と高学年では体のサイズも

違う中、基準等はあるのか。 

教育委員会   シートベルトは全て設置してある。法的な基準等については手元に

資料がない。 

恒田委員    一般車両においては、年齢等に応じ、チャイルドシートやジュニア

シートが望ましい等とも聞く中、スクールバスのルールは違うかもし

れないが、調査の上、必要であれば適切に対応されたい。 

教育委員会   調査する。 

安井委員    学校教育総務費について、自転車保険加入補助金が減額補正となっ

ているが、加入率はどの程度なのか。 

教育委員会   今年度、保険加入状況把握のため対象世帯に対しアンケート調査を

実施、回答率は７１．５％で、保険への加入率は約９２％であり、回

答のあった分についてはほぼ加入している結果となった。未回答の約

３０％については不明である。学校を通じて申請を受け付けているが

１世帯１，０００円の補助で申請率は高くなく、できる限り多く申請

いただけるように、引き続き制度のＰＲに努めていきたい。 

安井委員    １００％を目指し、取り組まれたい。 

恒田委員    自転車保険については、傷害保険の特約など各社で様々な形態の保

険があるが、それら全てが補助対象となるのか。 

教育委員会   対人賠償が対象となっていれば特約なども含め、証書のコピーを提

出いただいた上で補助している。 

恒田委員    制度を知らせるパンフレット等にはそうした記載はあるのか。 

教育委員会   記載している。 

安井委員    学校地域連携事業について、その事業内容を説明願う。 

教育委員会   コミニティスクールの推進に関する事業を行っている。 
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河南委員    体験教育推進事業について、バスの借上料の減額が大きいと考える

が、その原因は何か。 

教育委員会   当初予算では、自然学校に係るバスの借上げを３６台と見込んでい

た。１台当たり大型バスは、予算１２２，７７３円のところ、入札に

より７４，１４０円、中型バスは、予算１０３，７７２円に対し、６

１，７５６円であったことから、あわせて１８３万円の減額をお願い

するものである。 

河南委員    入札による減額幅が大きいと考えるが、当初予算の見込みがあまか

ったのではないか。当初予算の積算根拠はどうであったのか。 

教育委員会   近畿運輸局が示す時間や距離単価を基に積算を行った。その単価の

下限額で落札されたため、減額が大きくなった。 

隅田座長    学習環境支援事業について、早期発達支援室の設置は非常によい取

り組みと考える。設置に至る経緯と今後の取り組みについて説明願う。 

教育委員会   篠山市における特別支援教育の推進にあたって、従前から篠山養護

学校がその中核を担ってきた。しかしながら、現在、篠山養護学校の

幼稚部では肢体不自由部門の設置のみとなっている。一方、市内にお

ける特別な支援を必要とする幼児は、発達障害、知的障害が多くを占

めている。そうしたことから早期発達支援室を篠山養護学校敷地内に

設置し、発達障害及び知的障害のある幼児を対象とした早期からの積

極的かつ専門的な支援を行っていきたいと考える。 

隅田座長    こども発達支援センターとは連携していくのか。 

教育委員会   しっかりと連携をとっていきたいと考えている。 

隅田座長    学校教育充実事業について、ＡＬＴが中途退職したとの説明があっ

たが、そうしたことはこれまでもあったのか。また、それに対する罰

則規定等はあるのか。 

教育委員会   今回の中途退職の理由は、大学に進学したいとのことであったが、 

これまでそうした事例はなかった。罰則規定などは設けていないが、

帰国渡航費や荷物の運搬費等については市として支払いしない。 

隅田座長    学校現場において、退職による影響はなかったのか。 

教育委員会   ８名のＡＬＴの派遣先の学校や派遣曜日の組み換えにより、各学校

で不均衡が生じないように対応した。 
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教育総務課・こども未来課 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

安井委員    幼保一体化推進事業に関し、木のおもちゃに係る備品の減額につい

て、市内すべての園に配布した上での減額という認識でよいか。 

教育委員会   予定していた園にすべて配布したが、入札を行ったことで残額が生

じたことによる減額である。 

隅田座長    たきこども園整備事業について、建物は予定通り進んでおり、まも

なく完成となるとの説明があったが、入園希望者の状況はどうか。 

教育委員会   現時点で来年度の入園者数は、定員１１５名のところ７１名となっ

ている。 

隅田座長    当初の見込みと比べて多いのか、少ないのか。 

教育委員会   ほぼ当初の見込みどおりである。 

河南委員    味間認定こども園費について、現在の待機状況はどのようになって

いるのか。 

教育委員会   今年度については、現在、待機児童はいない。 

 

 

■議会事務局 

日程第１ 議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

議会事務局 

【主な説明】 

補正予算書に基づき説明 

 

【主な質疑】 

恒田委員    議員人件費に関し、今回の議員報酬の減額は議員１名分のみか。 

議会事務局   そうである。１１月９日の辞職から２月１７日の市議会議員補欠選

挙までの期間の報酬を減額している。 

恒田委員    ２月１７日の補欠選挙を見込んで減額したということか。 

議会事務局   市長選の実施が決まっており、それにあわせて補欠選挙の実施が確

定していたため、２月１７日までの期間で議員報酬を減額しようとす

るものである。 
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恒田委員    再度確認するが、議員１名分の減額か。 

議会事務局   そうである。 

河南委員    議会費に関し、本年度は、本会議場の設備改修を行ったが、議員協

議会室の音響設備もかなり老朽化しており、委員会運営において、支

障をきたす場合もあるが、そうした設備改修の検討は行っているのか。 

議会事務局   改修には財源確保も必要であることから、年次計画をたてて、改修

等を行っており、平成３１年度は議員協議会室の音響等の設備改修を

計画しており、６月補正予算で提案を予定している。 

安井委員    現在使用しているタブレットが貸与から年数が経過しており、バッ

テリーの消耗が早くなっている。今後の設備改修にあわせて、本会議

場の各議席に電源を取れるよう改修できないか検討してほしい。 

隅田座長    タブレットの不具合については、複数の議員から聞いている。今後、

更新も含めて検討願う。 

議会事務局   平成２６年３月にタブレットを貸与し、５年が経過した。職員一人

一台パソコンも５年ごとに更新しており、それに準じて、平成３１年

度にタブレットを購入・更新したいと考えている。 

 

 

■議員協議 

隅田座長    議員間で議論・確認等をしておいた方がよいこと等があれば、発言

願う。 

― 意見なし ― 

 

隅田座長    補正予算特別委員会全体会に持ち上がるべき市長等への質問等につ

いてはどうか。 

― 市長等への質問等なし ― 

 

 

■意向確認 

議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

― 修正・反対等の意見なし ―  

 

隅田座長    この結果を含め、各委員との質疑、答弁の内容について、座長報告

を行いたい。報告については、座長に一任いただきたい。 

        また、本日の会議の記録については、事務局に調製させ、正副座長
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において内容確認を行いたい。 

― 異議なし ― 

 

 

 

隅田座長 閉会宣告 

 

 

 

１５：５０ 閉会 

 

 

 

 


